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●建設が順調にすすむ工バーランド奥大山

◎

い
よ
い
よ
十
二
月
十
九
日
工
バ
ー
ラ
ン
ド
奥
大
山
が

オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
。
国
民
宿
舎
山
荘
甘
酒
茶
屋
の

閉
鎖
か
ら
約
一
年
、
江
府
町
に
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の

誕
生
で
す
。

オ
ー
プ
ン
は
、
奥
大
山
ス
キ
ー
場
開
き
に
合
わ
せ
て

行
わ
れ
、
当
日
は
ス
キ
ー
ヤ
ー
な
ど
多
く
の
来
場
者
が

見
込
ま
れ
ま
す
。

施
設
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1
F多
目
的
ホ
ー
ル
…
イ
ベ
ン
ト
・
研
修
会
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
物
に
利
用
く
だ
さ
い
。

ビ
ー
ル
工
場
…
銅
色
に
輝
く
三
つ
の
大
き
な
釜
で

仕
込
み
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
約
二
週
間
か
ら
一
か
月

で
美
味
し
い
地
ビ
ー
ル
が
出
来
上
が
り
ま
す
。

2
F奥
大
山
を
間
近
に
観
な
が
ら
食
事
が
で
き
る
レ
ス

ト
ラ
ン
。
テ
ー
ブ
ル
席
は
お
よ
そ
百
四
十
席
。
季
節
の

素
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
本
格
的
コ
ー
ス
料
理
が

賞
味
い
た
だ
け
ま
す
。
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
に
は
特
別
メ

ニ
ュ
ー
を
用
意
し
ま
す
。

3
F各
種
パ
ー
テ
ィ
・
「
」
宴
会
に
利
用
で
き
る
大
き
め
の

広
間
で
す
。

●
地
ビ
ー
ル
醸
造
釜
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オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
で

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

喰
い
倒
れ
の
街
大
阪
で
三
十
年
、
ホ
テ
ル
・
レ
ス

ト
ラ
ン
で
主
に
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
手
掛
け
て
き
ま

し
た
。調
理
を
す
る
う
え
で
素
材
の
基
本
は
や
は
り

水
で
す
。
以
前
は
、
飲
み
水
に
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ

ー
を
買
い
、
浄
水
器
を
通
し
て
も
ま
だ
臭
い
水
に

ず
っ
と
疑
問
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
に
立
ち

寄
り
原
水
を
飲
ん
だ
時
、
迷
わ
ず
エ
バ
ー
ラ
ン
ド

奥
大
山
で
お
世
話
に
な
ろ
う
と
決
め
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
地
ビ
ー
ル
と

相
性
の
い
い
ヤ
マ
メ
の
瞬
間
ス
モ
ー
ク
や
自
家
製
ソ

ー
セ
ー
ジ
に
地
元
で
採
れ
た
野
菜
を
添
え
る
な
ど

工
夫
し
、
こ
こ
な
ら
で
は
の
味
を
提
供
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
気
軽
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
な
コ
ー
ス
料
理
も
充
実
さ
せ
ま
す
。

地
元
の
素
材
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
た
い
の
で
、
春
の

山
菜
や
秋
の
き
の
こ
な
ど
を
提
供
い
た
だ
け
る
方

が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
一
報
く
だ
さ
い
。

○醸造技術者
石井伊久哉さん

⑳

「㌻二二毘㌣

●藤原　武行料理長

三
種
類
の
ビ
ー
ル
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い

ビ
ー
ル
に
も
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
あ
る
こ
と
を

ご
存
知
で
す
か
。

「
エ
バ
ー
ラ
ン
ド
奥
大
山
」
の
地
ビ
ー
ル
「
ブ
ナ
の

森
か
ら
」
は
、
下
記
の
3
種
類
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

「
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
ー
ル
」
は
、
そ
の
名
の
通
り
金
色

に
輝
く
ビ
ー
ル
で
、
ホ
ッ
プ
の
爽
快
さ
と
香
り
を
特

徴
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
味
わ
い
は
、

ど
ん
な
料
理
に
も
合
い
、
ス
ポ
ー
ツ
の
後
等
で
も
「
グ

イ
ッ
」
と
飲
め
る
ビ
ー
ル
で
す
。

「
バ
イ
ツ
ェ
ン
」
は
ド
イ
ツ
の
バ
イ
エ
ル
ン
地
方
発

祥
の
ビ
ー
ル
で
、
小
麦
麦
芽
を
使
用
し
、
乳
白
色
で

フ
ル
ー
テ
ィ
な
香
り
と
、
苦
味
を
抑
え
た
．
ま
ろ
や
か

な
口
当
た
り
は
、
「
ビ
ー
ル
は
苦
く
て
嫌
い
」
と
い

う
方
に
も
お
勧
め
で
き
ま
す
。

「
ア
ル
ト
」
は
「
古
い
（
0
1
d
）
」
を
意
味
し
、
ド

イ
ツ
の
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
で
古
く
か
ら
飲
ま
れ
て
い

る
ビ
ー
ル
で
す
。
赤
銅
色
の
美
し
い
色
合
い
、
柔
ら

か
な
口
当
た
り
で
あ
り
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
し
た

味
わ
い
が
特
徴
で
す
。
ホ
ッ
プ
と
麦
芽
の
調
和
し

た
複
雑
な
香
味
を
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
た
い
ビ
ー
ル
で
す
。

三
名
の
醸
造
技
術
者
が
情
熱
を
込
め
て
造
っ

た
ビ
ー
ル
を
、
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

各種団体などの予約受付中！！

■営　業　時間　午前9：00～午後9：00

（オーダーストップ　午後8：00）

■予約受付時間（12月18日までは）

午前9：00～午後5：00（土・日を除く）

（12月19日からは）

午前9：00～午後8：00

千m咋哩地㌣咋二
七一L二二iここ　等葛　篭日額躇汁r′

入会のご案内
「チロルの里地ビールCLUB」は、地ビール「ブナの森から」を
通じ、森の木々を豊かにし、奥大山の自然を楽しむCLUBです。
入会ご希望の方は、お手数ですが、内容をご確認の上お申し込
み下さい。
あなたの1杯のビールが豊かな森を育てます。

■会員になるには
3．000円（消費税込）の「ブナセット」をご購入下さい。
●ブナセットの内容（郵送・来店引換えで内容が異なります。）
・郵送の場合　飲み頃の瓶ビール2本を冷えたままお届けします。
・来店引換の場合　お持ち帰りの瓶ビール3本セットになります。
■会員になると
会員証の提示により各種特典が受けられます。
工バーランド輿大山内での地ビール「ブナの森から」を10％割り引
きします。

その他各種イペンントご優待特典などがあります。
（会員証がお手元に届くまで約1ケ月かかります。その間は払込票兼
受領書をご提示いただければ特典が受けられます。）

ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
ー
ル

ヴ
ァ
イ
ツ
エ
ン

⑧
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博幸者週間1

趣晶顧
芦㌻77㌻TT

～障害のある人をサ康一トしよう～

バリアフリーの道路や住まいの建設が進むなど、障害のあ

る人にとって住みよいまちづくりが進んでいます。身近でで

きることは、障害のある人とじかに接し、心のバリアをなく

していくことです。「お手伝いしましょうか？」の一言に始

まって、わたしたちにできることはたくさんあります。

e

●方角や場所を伝えるときは、

「何歩」「何メートル」などを

具体的に言います。

◎　●道案内をするときは、白いつえ

の反対側に立って腕を貸し、半

歩前をゆっくり歩きます。

●エレベーターに乗るときは、上

るか下りるかを説明します。

●お茶や食事のときは、食器など

の位置と内容を説明します。

位置は時計の針の方向で言う

と分かりやすくなります。

●階段で車いすの上り下りを

手伝うときは一人で無理をせず、

周囲の人にも呼びかけて2～3

人で協力します。上りは前向き、

下りは後向きで、車いすの人が

落ちないように気をつけます。

●松葉づえを使う人とすれ違う

ときには、ぶつからないように

気を配ります。

バリアフリー（barrierfree）
障害者の社会生活上の障壁（バ

リア）が取り除かれた（フリー）
状態。道路に段差がない、階段
にスロープがあるなど。

●郡や電車内で案内放送などが

流れたら、筆談や身ぶりなど

で内容を伝えます。病院や銀

行の窓口などで呼ばれていたら、

肩をたたいて教えます。

●唇の動きで言葉を読み取れる

人もいます。［］の動きが分か

るように、正面からはっきり分

かりやすく話します。

●何人かで一緒に会話するとき

には、周囲の話の内容も筆談

や身ぶりなどで伝えます。筆

談は、手のひらや紙に文字を

書いて伝えあう方法です。

◎
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心
身
の
博
幸
で

お
阻
㊥
の
方
は

障
害
者
租
談
員
に
！

身
体
障
害
者
福
祉
法
な
ど
に
基

づ
き
、
知
事
か
ら
委
託
を
受
け
た

次
の
相
談
員
に
、
お
気
軽
に
相
談

く
だ
さ
い
。

身
体
に
障
害
の
あ
る
方

助
沢
三
二
四
番
地

加
　
藤
　
武
　
夫
さ
ん

（
℡
七
五
－
三
六
六
四
）

知
的
な
障
害
の
あ
る
方

江
尾
四
八
〇
番
地
四

白
　
石
　
正
　
光
さ
ん

（
℡
七
五
－
三
〇
八
六
）

障
害
の
あ
る
方
へ

こ
ん
な
援
助
が
あ
り
ま
す
。

□
身
体
障
害
者
手
帳

身
体
に
障
害
を
も
つ
方
の
障
害

の
程
度
や
等
級
な
ど
障
害
の
状
況

を
記
載
し
た
手
帳
で
す
。
手
帳
が

交
付
さ
れ
る
と
身
体
障
害
者
に
対

す
る
各
種
の
援
助
や
制
度
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

主
な
援
助
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。①施
設
へ
の
入
所
・
適
所

②
車
い
す
・
補
聴
器
な
ど
の
給
付

③
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助

成
な
ど
で
す
。

ロ
療
育
手
帳

知
的
発
達
に
障
害
の
あ
る
ひ
と

び
と
に
対
す
る
指
導
や
相
談
記
録

を
記
載
し
た
手
帳
で
す
。
一
環
し

た
療
育
指
導
、
相
談
や
各
種
援
助

措
置
を
受
け
や
す
く
す
る
た
め
に

交
付
し
ま
す
。

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
と
ほ
ぼ
同
じ
制
度
が
利
用
で
き

ま
す
。こ
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
援
助

が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
福
祉
保
健
課

（
℡
7
5
－
3
2
2
3
）
　
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

⑳

私
た
ち
小
学
生
も
㌣
ニ
■
り
一
ア
i
フ
■
リ
・
川
‥
＝
一
に

つ
い
て
考
え
さ
し
た

○みんなからいろいろな意見が出ました

米
沢
小
学
校
の
五
年
生
が
障
害

の
あ
る
人
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

街
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
　
「
私
た
ち
の
権
利
」

で
す
。十
月
四
日
児
童
が
役
場
を
訪
れ

福
祉
の
担
当
者
か
ら
、
障
害
の
あ

る
方
が
ど
ん
な
こ
と
に
困
っ
て
お

ら
れ
る
の
か
な
ど
障
害
者
の
現
状

や
、
そ
れ
に
対
す
る
福
祉
の
制
度

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

そ
し
て
、
江
府
町
内
で
障
害
の

あ
る
人
が
暮
ら
し
て
い
く
に
は
ど

ん
な
街
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
な
ど
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
。

ま
た
子
供
た
ち
は
、
実
際
に
お

年
寄
り
や
障
害
の
あ
る
方
と
交
流
し
、

そ
の
体
験
を
も
と
に
学
習
発
表
会

で
は
、
足
の
不
自
由
な
お
ば
あ
さ

ん
と
子
供
た
ち
の
ふ
れ
い
あ
い
を

描
い
た
心
あ
た
た
ま
る
作
品
「
も

ず
の
鳴
く
丘
」
　
と
い
う
劇
を
演
じ

ま
し
た
。

江府町をこ九那lうlこしてほしいなあ－！

米沢小学校5年生より

＊江尾の街の道路は狭くて危険なので、も

つと広くして、車いすの通れる広さの歩

行者専用道蕗がほしいな。

＊建物の階段の横に車いすが通れるスロ

ープがあったらいいな。

＊車いすでも反対の車線に行けるよう、郡

のホームをなおしてほしい。

＊江府可は坂が多いので、もっとゆるい坂

にしてほしい。（役場は行きやすい所に

建ててください。）

＊身体の不自由な人でも、自由に買い物の

できる店があったらいいな。（ゆっくり閉

まるドアとか、設備にも心配りがほしい。）

＊一人暮らしのお年寄りが、冬の間だけで

も集まって暮らせるアパートみたいなも

のがあったらいいな。（雪おろしとか、冬

の生活はたいへんなので）

●
米
沢
小
児
童
の
学
習
発
表
会
の
よ
う
す

⑳
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文化庁長官賞受賞の日野産高生二人

七
月
二
十
八
日
か
ら
八
月
三
日
ま

で
山
形
県
で
開
か
れ
た
全
国
高
等
学

校
総
合
文
化
祭
郷
土
芸
能
部
門
で
、

日
野
産
業
高
等
学
校
郷
土
芸
能
ク
ラ

ブ
が
全
国
四
十
三
出
場
校
中
、
二
位

相
当
の
文
化
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
全
国
優
秀
校
東

京
公
演
が
決
定
し
、
東
京
国
立
劇
場

で
八
月
二
十
八
日
荒
神
神
楽
「
八
重

垣
之
舞
」
を
演
じ
ま
し
た
。

十
一
月
一
日
、
町
出
身
で
部
員
の
奥
田

安
彦
さ
ん
（
柿
原
・
一
年
）
と
片
山
歩
美

さ
ん
（
杉
谷
・
一
年
）
に
福
田
町
長
か
ら

顕
彰
額
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

奥
田
さ
ん
は
「
国
立
劇
場
で
は
自

た
」
。
ま
た
片
山
さ
ん
は
「
緊
張
し
た

け
れ
ど
、
終
わ
っ
た
時
拍
手
が
止
ま
な

い
の
で
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
も
っ
と
練
習
し
よ
う
と
思
い
ま

し
た
」
と
青
ん
で
い
ま
し
た
。

」
分
な
り
に
質
の
高
い
演
技
が
で
き
ま
し

㊤福田町長から顕彰額が贈られました

大
舞
台
も
へ
っ
ち
津
巧
．

子
供
の
国
園
児

米
子
市
文
化
ホ
ー

㌃
油

十
月
十
五
日
米
子
市
文
化
ホ
ー
ル
で
西

部
圏
域
幼
年
消
防
大
会
が
開
催
さ
れ
、
そ

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
な
か
で
子
供
の
国
保
育

園
児
四
十
二
人
が
、
太
鼓
を
披
露
し
ま
し
た
。

西
部
地
区
か
ら
五
保
育
園
が
参
加
し
、

子
供
の
国
保
育
園
は
三
番
目
に
出
場
。
い
ま

ま
で
に
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
広
い
ス
テ
ー

ジ
と
た
く
さ
ん
の
観
客
に
、
園
児
は
は
じ
め

と
惑
い
が
ち
で
し
た
が
す
ぐ
に
慣
れ
、
堂
々

と
力
強
い
ス
テ
ー
ジ
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

最
後
の
「
ヤ
ッ
ー
」
の
掛
け
声
で
終
わ
る

と
会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
、
こ
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
大
舞
台
で
の

熱
演
が
貴
重
な
体
験
に
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

○
力
強
い
園
児
の
演
技

●
に
ぎ
わ
う
貝
田
運
動
公
園
広
場

0
無
心
に
お
に
ぎ
り
を
ほ
お
ば
る
参
加
者

◎

○

り
う
ま
か
っ
た

貝
田
の
つ
む
ヒ
カ
り

大
飯
喰
い
フ
ェ
ス
に
ぎ
や
か
に

十
月
三
十
一
日
、
貝
田
運
動
公
園
で
「
大

飯
喰
い
フ
ェ
ス
テ
パ
ル
．
9
9
」
が
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

貝
田
神
社
で
は
毎
年
十
一
月
二
十
五
日
に
、

収
穫
を
祝
う
伝
統
の
「
大
飯
喰
い
」
行
事
が

あ
り
、
こ
れ
を
イ
ベ
ン
ト
化
し
「
米
や
郷
土

芸
能
な
ど
を
町
内
外
に
広
く
P
R
L
、
地

域
の
活
性
化
を
図
ろ
う
」
と
「
ふ
る
さ
と
づ

く
り
実
行
委
員
会
」
（
岡
田
雄
成
委
員
長
）

が
中
心
と
な
っ
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

会
場
に
は
、
お
に
ぎ
り
や
け
ん
ち
ん
汁
食

べ
放
題
の
喰
う
喰
う
コ
ー
ナ
ー
や
、
昔
な
が

ら
の
も
み
殻
で
芋
を
焼
や
い
た
り
、
も
ち
つ

き
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
。
貝
田
産
新
米
コ

シ
ヒ
カ
リ
な
ど
が
買
え
る
特
産
品
コ
ー
ナ
ー

な
ど
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ

ー
で
は
貝
田
産
米
の
味
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
「
米
の
銘
柄
当
て
ク
イ
ズ
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
は
三
種
類
の
御
飯
の
中
か
ら

貝
田
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
当
て
る
利
き
米
に
挑

戦
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
メ
イ
ン
の
「
お
に
ぎ

り
大
飯
喰
い
競
争
」
は
、
五
分
間
に
い
く
つ

食
べ
れ
る
か
を
競
い
、
九
個
を
た
い
ら
げ
る

参
加
者
も
い
ま
し
た
。

伝
統
芸
能
の
「
貝
田
傘
踊
り
」
や
「
荒
神

神
楽
」
も
披
露
さ
れ
、
絶
好
の
秋
晴
れ
の
も

と
、
地
区
内
外
か
ら
多
く
の
家
族
連
れ
ら
が

訪
れ
、
終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
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○表彰を受ける仲嶋江府町老人クラブ会長（右）

江
府
町
優
勝
－

交
通
事
故
防
止

～
無
事
故
・
無
違
反
を
競
う
～

溝
口
署
管
内
三
町
か
ら
二
千
三
百
人
近
く
の
高
齢
者

が
参
加
し
て
行
わ
れ
て
い
た
「
お
元
気
で
交
通
安
全
1
4

2
（
い
っ
し
ょ
に
）
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
が
、
十
一
月
八
日
、

溝
口
町
鬼
の
館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
事
故
違
反
率
の
低
い

町
と
チ
ー
ム
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
五
月
十
二
日
か
ら
秋
の
交
通
安
全

運
動
終
了
時
の
九
月
三
十
日
ま
で
の
百
四
十
二
日
間
実
施
。

三
町
の
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
五
十
三
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行

わ
れ
、
そ
の
う
ち
三
十
八
チ
ー
ム
が
無
事
故
無
違
反
を
達
成
。

本
町
で
は
十
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
七
チ
ー
ム
が
達
成
し
ま
し
た
。

町
別
の
事
故
・
違
反
率
は
、
江
府
町
が
〇
・
八
六
％
と
一
番

低
く
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。
表
彰
式
で
は
、
植
村
溝
口
警

察
署
長
か
ら
江
府
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
仲
嶋
勝
利

会
長
に
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
賞
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

⑳1
、
∃
■
■
．
■
：
．
．
　
．
　
　
　
　
■
　
　
　
　
：
：
．
1

ゝ
夢
　
重
曹
0
品

～
中
国
山
地
交
流

エ
メ
ラ
ル
ド
カ
ッ
プ
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
～

十
月
二
十
四
日
、
岡
山
県
哲
多
町
緑
の
広
場
で

開
か
れ
た
、
中
国
山
地
交
流
エ
メ
ラ
ル
ド
カ
ッ
プ
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
で
本
町
か
ら
出
場
の
江
府
町
A
チ

ー
ム
が
見
事
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

鳥
取
県
を
は
じ
め
、
岡
山
県
・
島
根
県
・
広
島
県

の
十
六
市
町
村
か
ら
二
十
四
チ
ー
ム
百
二
十
人
が
参

加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
は
A
・
B
二
チ
ー
ム
十
人
が
参
加
。
日
頃

の
練
習
の
成
果
が
で
た
の
か
、
特
に
A
チ
ー
ム
の
選
手

は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
連
発
し
、
優
勝
の
栄
冠
を
手

に
し
ま
し
た
。

優
勝
さ
れ
た
選
手
は
次
の
と
お
り
で
す
。

⑳

江
府
町
A
チ
ー
ム

河
上
　
滋
彦
　
（
宮
市
）

板
垣
　
隆
久
　
（
新
二
）

奥
井
　
忠
一
（
新
道
）

（
敬
称
略
）

高
山
伊
磋
雄
（
本
一
）

宇
田
川
　
勉
（
新
道
）

●江府町から参カロした選手のみなさん

大
－
軍
票
聖
霊
見
せ
収
穫
－
・

十
月
十
七
日
、
笠
良
原
の
市
民

農
園
「
カ
サ
ラ
フ
ァ
ー
ム
」
　
で
、

恒
例
と
な
っ
た
収
穫
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

都
会
に
住
む
農
園
の
利
用
契
約

者
と
地
元
の
人
た
ち
が
ふ
れ
あ
い

農
作
業
を
通
じ
て
農
村
の
良
さ
を

理
解
し
て
も
ら
お
う
と
毎
年
開
か

れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
七
回

目
に
な
り
ま
す
。

は
じ
め
に
、
山
本
書
和
管
理

組
合
長
　
（
下
蚊
屋
）
　
が
　
「
今
年
は

豊
作
で
お
い
し
い
野
菜
が
で
き
あ

が
り
ま
し
た
。
カ
サ
ラ
フ
ァ
ー
ム

の
新
鮮
な
作
物
を
た
く
さ
ん
味
わ

っ
て
く
だ
さ
い
」
　
と
あ
い
さ
つ
。

参
加
者
は
、
秋
晴
れ
の
も
と
、

さ
つ
ま
い
も
や
大
根
、
に
ん
じ
ん

を
収
穫
す
る
な
ど
都
会
で
は
按
す

る
こ
と
の
少
な
い
土
の
感
触
を
思

う
存
分
楽
し
み
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

や
新
米
の
お
に
ぎ
り
な
ど
を
味
わ

っ
た
り
、
特
産
品
を
題
材
に
し
た

ク
イ
ズ
も
あ
り
一
間
ご
と
に
一
喜

一
憂
。
秋
兵
っ
盛
り
の
笠
良
原
に

は
に
ぎ
や
か
な
歓
声
が
あ
が
っ
て

い
ま
し
た
。

⑦

●
に
ぎ
わ
う
交
流
会

●
作
物
を
収
穫
す
る
参
加
者
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明道児童館　75－2624

給食センター　75－2004

こどもの国保育園　75－2704

カサラフアーム

市　民　農　園　75－3377

AT葛eN INFORMAT10N INFORrVlATJON一一一一一一一一INF＝ORMATlON

お互いの人権を尊重しましょう

人権週間12月4日～10日
考えよう　あなたの人権　わたしの人権

－ひろげよう心と心のネットワークー

12月4日～10日まで人権週間です。

この人権週間を機会に今一度人権の尊重について考え

てみませんか。

人間の尊さを知り、お互いに相手の立場を考え、人権を守り、

◎　守られてこそ家庭の中や、隣近所との関係も明るく、そして
住みよい社会環境が作られ、幸せな毎日を送るために、生活

の中で困られたり、人権を無視されて、これは人権問題では

ないかと思われましたらご相談ください。

相談は無料で、秘密は固く守ります。

人権相談委員　安江久夫さん（洲河崎）℡75－2208

野口　定さん（江　尾）℡75－2806

江府町特設人権相談所

日　時　12月6日午前9時より正午

場　所　　老人福祉センター　℡75－3110

常設相談所（休日・土曜日を除く）

鳥取地方法務局米子支局

米子市旗ケ崎2丁目10－2　℡0859（22）6161

製造事業所の皆様へ

統計調査に御協力ください

12月31日現在で、次の統計調査が

同時に行われます。

平成11年工事統計調査一製造事業

所の実態を調査

平成11年石油等消費構造統計調査

一従業者30人以上の製造事業所

の石油等の消費実態を調査

本年12月から来年1月にかけて調

査員がお伺いします。

なお、調査票に記入していただいた

内容については、統計法に基づき秘

密が厳守されますので、数字等の正

確な御記入をお願いします。

⑳

tNF◎開梱風丁日田N－　8関野⑳R掴風冒臼⑳悶　　8関野⑳閃M風下日ON

，99心の健康まつり開催
『日　時　平成11年12月7日（火）10時～17時

｝場　所　米子市福祉保健総合センター（ふれあいの里）

■内　容

精神保健に関するパネル展示　10時～17時

障害者の自主作品展示・即売　　　”

精神科医師の心の健康相談　　　　　〝

体験コーナー　　　　　　　　　　　ケ

アルコール体質判定テスト、交流分析テスト

健康クイズ

ふれあい交流会　　　　　　　10時30分－12時

講演「あなたの心は元気ですか」13時30分～15時

～噂癖の問題と心の健康～

講師　鳥取大学医学部附属病院

精神科神経科医師　飯塚浩氏

■入場無料

■主　催　米子保健所・米子保健所根雨支所

■問い合わせ先

米子保健所根雨支所　℡0859（72）0042

シルバー人材センター

請負業務募集中

新しい年を迎える準備のお手伝

いとして、江府町シルバー人材セ

ンターでは、障子張り、年賀状の

あて名書などの申し込みを受け付

けています。

早めにお申し込みください。

申し込み問い合わせ先

江府町シルバー人材センター

（江府町老人福祉センター内

℡75－2942）まで

年末年始の交通事故キャンペーン

12月6日（月）～1月4日（火）までの30日間

スローガンr交通安全　あなたも参加　私も実践」

夜間外出のときは反射材着用を！
総務課で反射タス車など発売中

日没が早くなり、夕薯に外出中の歩
行者は、運転者から非常に見えにくく
なります。

夜間外出するときは、必ず反射材を
身に付けましょう。

反射材などは役場総務課で販売し
ています。

反　射　材1本100円
交通安全旗1旗　300円
紅葉マーク1枚　610円
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役場への電話は・・・
■市外局番0859』

ファックス　75－2389

総　務　課　　75－2211

同和対策室　75－2211

INFORMAT暮ON・－lNF＝OFtrVIATlON

給与の源泉所得税の
納期を忘れずに！

給与・賞与に係る源泉所得税の納

期限は次のとおりです。

【毎月納付の方】

平成11年12月分

納期限　平成12年1月10日

【納期特別の方】

平成11年7月～12月分

納期限　平成12年1月10日

【納期特別の方で延長

申請されている方】

平成11年7月～12月分

納期限　平成12年1月20日

（平成11年12月31日現在で国税の

滞納がない方に限られます。）

詳しくは米子税務署

（℡0859－32－4121）まで

企画政策室　75－2211

町　民　課

出　納　室

福祉保健課

産業振興課

農林土木課

INF：ORMATlON

75－2211

75－2211

75－3223

75－3222

75－3305

－－1NFORMATJON

公庫住宅ローンの

返済方法は変更可能？

いろたん始まった住宅金融公庫ロ

ーン返済…今の返済方法をずっと続

けないといけないの？

ボーナス払いを取りやめたい、子供の

教育費が高く、卒業するまでローンを

抑えたい…このように、現在の返済方

法でお悩みの方、お気軽にご相談く

ださい。公庫ではさまざまな返済方法

の変更をご用意しております。

詳しくは住宅金融公庫中国支店

（℡082－221－8716）、または現在

ご返済中の金融公庫までご連絡くだ

さい。

県道の通行親御にご協力を！
○路線名▲県道上徳山俣野江府線（新道集落内）

○種　類　車両通行止

○期　間　平成11年11月18日－12年2月3日までの

毎日、午前8時30分から午後5時の間

ただし、土・目・祝日、12月26日から

1月5日までは除きます。

◎

建設環境課

議会事務局

教育委員会

公　民　館

総合体育館

図　書　館

INF：ORMATJON

75－3306

75－3307

75－2223

75－3211

75－3229

77－2000

lNF：ORMATION LNF＝OR

第2回上級救命講習

“受講生を募集します”

西部消防局では、上級救命講習の

受講者を募集しています。

応急手当を身に付けたい中学生以上

の方の参加をお待ちしています。

■と　き12月5日（日）

午前9時から午後5時まで　⑳（受付　午前8時30分から）

■ところ　米子市両三柳3060－6

西部消防局

■受講料　無　料

■用意するもの　弁当・筆記用具・

動きやすい服装

■講習内容

心肺蘇生法（成人・小児・新生児）

止血法・外傷の応急手当・その他

●問い合わせ・申し込み

西部消防局・警防課救急救助係

℡0859（35）1959

鳥取農林水産債報センターメールニュース発信中
電子メールアドレスをお持ちの方なら、どなたでも

無料でご利用いただけます。

農林水産業関係者の方だけでなく、生産者、消費者、

卸売・小売業者、学生の方にもお役に立つ内容です。

ホームページには、メールニュースのサンプルを掲

載していますので、ご覧下さい。

登録方法

（1）インターネットを利用できる方

鳥取農林水産情報センターホームページ

h仕p：／／www．infosakyu．nejp．／toukei31／に登録・解除の

フォームがありますので、メールアドレスを記入し、登録して
下さい。

（2）インターネットを利用できない方

パソコン通信などの電子メールアドレスをお持ちの

方は、tOukei31＠infosakyu．nejpへ「登録希望」とい

う件名の電子メールでお申し込み下さい。

お問い合わせ先

鳥取農林水産情報センター

〒680－0842　鳥取市吉方109　鳥取第3地方合同庁舎

℡0857－23－1151FAXO857－37－0428

ホームページ　http：／／www．infosakyu．nejp．／toukei31／

電子メール　toukei31＠infosakyu．ne．jp
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十
月
二
十
五
（
月
）
～
二
十
九
日

（
金
）
ま
で
の
五
日
間
、
江
府
中
学

校
二
年
生
五
十
四
名
に
よ
る
職
場

体
験
事
業
『
ワ
ク
ワ
ク
こ
う
ふ
』
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

ワ
ク
ワ
ク
こ
う
ふ
は
、
今
年
か
ら

県
教
育
委
員
会
の
補
助
金
を
受

け
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
の
趣
旨
は
、
地
域
社

会
の
中
で
、
生
徒
の
主
体
性
を
尊

重
し
た
様
々
な
活
動
や
体
験
を
通

し
て
、
豊
か
な
感
性
や
創
造
性
を

高
め
、
自
分
な
り
の
生
き
方
が
で
き

る
よ
う
『
心
の
教
育
』
を
推
進
し
、

生
徒
に
地
域
社
会
に
学
び
、
地
域

の
人
々
と
共
に
生
き
る
心
や
感
謝

の
心
、
課
題
を
解
決
し
て
い
く
資

質
や
能
力
、
豊
か
な
人
間
性
と
い
っ

た
『
生
き
る
力
』
を
青
く
み
、
ま
た

保
護
者
や
地
域
社
会
の
人
々
の
意

見
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

大
人
全
体
で
担
う
新
た
な
教
育
シ

ス
テ
ム
の
創
造
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

生
徒
の
自
主
性
を
尊
重
す
る

事
か
ら
、
事
前
に
希
望
す
る
職
種

な
ど
を
調
査
し
、
ま
た
、
町
内
で
受

け
入
れ
可
能
な
事
業
所
の
中
か
ら

今
年
は
、
二
十
箇
所
の
事
業
所
等
で
、

一
事
業
所
あ
た
り
二
名
以
上
の
生

徒
を
割
り
当
て
ま
し
た
。

実
際
の
研
修
に
あ
た
っ
て
、
快
く

受
け
入
れ
て
下
さ
っ
た
事
業
所
の

方
々
、
生
徒
の
お
世
話
を
し
て
い
た

だ
い
た
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、

こ
の
事
業
の
企
画
丁
立
案
・
関
係
機

関
と
の
調
整
に
あ
た
っ
た
ワ
ク
ワ
ク

こ
う
ふ
推
進
協
議
会
の
皆
さ
ん
、

保
護
者
の
方
の
理
解
と
協
力
が
あ

っ
て
こ
そ
成
し
得
た
事
業
で
す
。

な
れ
な
い
活
動
に
生
徒
は
、
疲

れ
た
様
子
で
し
た
が
、
事
故
等
も

無
く
、
貴
重
な
体
験
を
し
た
よ
う

で
し
た
。

来
年
度
以
降
も
引
き
続
き
実

施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

学
校
・
地
域
・
家
庭
が
一
体
と
な
り
、

お
互
い
に
協
力
す
る
こ
と
で
子
ど

も
達
に
大
き
な
教
育
効
果
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

∇JAマーケットで商品の陳列・整理

体験した中学生の感想から
立もすることになった。しかし、ネジをどこにつけ

ていいかわからなくなって糸且み立てられなかった。

5日巨は、動かなくなったエンジンをなおした。

全部分解して、－から作っていった。そのエンジン

が再び動いた時は、とてもうれしかった。ぼくは5

日間こんなハードなことをやらせてもらえるなん

て思ってもいなかったから、とてもいい体験ができた。

もう一つここで教わったことは、働く楽しさで

協力すればできないことなんてないということだ。

この工場の人たちは、車の技術以上に大切なこと

をおしえてくださった。ぼくは、車の技術面でも成

長したけど、それ以上に人間として成長したよう

な気がする。この工場の人たちは、ぼくたちが因

っていたら、すくに助けてくださった。一一つ一つの

ことを、ぼくたちにわかりやすいように親切にてい

ねいにおしえてくださった。ぼくは「なんていい人

たちなんだあ」とつくづく思った。ぼくも大人にな

ったら、この人たちみたいになりたいと思う。

この5日間はぼくにとってとても充実していたし、

とても楽しかった。この工場の人たちにはほんと

うにお世話になった。できることなら、もう一度お

礼がしたい。

◎

9日（金）】

⑳
江府技研コンサルタント
技師の指導による測量
▼

ワクワクこうふを体験して

B組　遠藤　貫之

10月25日（月）。ぼくは今日からの5日間を楽し
みにしていた。ぼくが体験学習をする場所は、日

野農機・自動車センターだ。なぜここを選んだか

というと、学校生活では体験できないことがあるし、
なによりも李がいじりたかったからだ。ぼくはこの

5日間でいままでしらなかったこと、わからなかっ

たことをいろいろ知った。
ます一つは、車のこと、農機のことがよくわかった。

初日は、車検を中心としたメニューだった。初めて

だったからむずかしかった。何もかもが初めてだ
ったからとても緊張した。

2日目も車横を中心としたメニューだった。だが、

初日よりむずかしくなった。頭の中ではわかって

いるのに、行動ができなかった。
3日日は、エンジンの分解をした。これは、体中

から火がでるくらい興奮した。ネジを一つ岬つぬ

いてエンジンの心臓部にきた時の興奮は、今でも
忘れられない。

4日自からは、農機の方で働くことになった。農

機でもガソリンエンジンの分解をした。今度は組▲JA日野農機・自動車センター
で農機のメンテナンスに挑戦
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囲山校長先生のお話
活動が終わってから、事業所の方より、「中学生は、よくやってくれました。私の

方が、元気をもらってうれしく思っております。来年度もよければ来てもらってく

ださい。」

「初めは戸惑ったようでしたが、日に日に積極的に取り組む婆がみられ、感心しま

した。」というような声を多数いただきました。

また保護者の方からは、「この期間中は、活動の様子をよく話し、家庭の会話が

はずみました。事業所の皆様にはとても感謝しております。このような体願はぜ

ひこれからも続けてください。」という声が多くありました。

さらに、ほとんどの生徒が「えらかったけど充実していた。」「またこのような

活動をやってみたい。」と団害しております。

終わるまで不安はありましたが、結果的には大成功で終わることができました。

温かくご指導・ご支援をいただきました事業所等関係者の皆様、温かく応援して

くださいました江府町の皆様、ありがとうございました。

▼ポプラ日野江府店でレジの研修

己由掛声じ朗て

㊨④㊨④逗
【10月25日（月）～；

こうふ推進協議会
三好　晋也さん

4月17日、PTA総会の当日、園山校長先生から、いきな

り「rワウワウとっとり』を本校で、実施する事になりまし

たので、宜しくお願いします。」と言われました。

その時は、ただ「ああ、職場体験学習か」という感じで、「ま

あ、子供の為になるなら、何でもやってみよう、何とかな

るさ。」と、けっこう軽く考えていました。

しかし、いざ実施に向けて、具体的に実施方法や手順

の検討を始めて見ると、いろいろ不安材料が出て来ました。

まず、生徒の希望と受け入れ先とのすりあわせが、うまく

いくだろうか。不満が残りはしないだろうか、と言う事。

そして、本当に「心の教育」としての成果が、得られるだ

ろうか。受け入れ先の事業所に、ご厄介をかけるだけで、

終わりになりはしないか、等々・・・‥・。

町内の各種団体から、ご参加頂きました推進協議会委

員の皆様と、一つ一つ検討を重ねながら、準備を進めて

まいりましたが、何はともあれ、五十田名の生徒全員の受

け入れ先が決まり、10月25日、一斉に、生徒達は呵内に

散っていきました。

4日目の10月28日には、数名の委員さん連と、生徒達

の学習する婆を見学して回りましたが、みんな、本当にい

きいきとがんばっていました。その姿を見ながら、「本当に、

やってよかったなあ」と恩いました。実施前の心配が、一

辺に吹き飛んだようで、次々に事業所を回りながら、本当

に胸が「ワウワウ」してまいりました。

子供は、大人に、いろいろな夢を見せてくれます。これ

からもすっと、子供達の心の成長を願いつつ、いろいろな

体験の場を与えてやるのも、大人の勤めではないでしょ

うが。最後になりましたが、この度、お世話頂きました町

内の皆様方に、厚くお礼申し上げます。来年も宜しくお

願い致します。

篭

⑮

▲夢作り工房ヤコブの杖でケーキづくり
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△山林闘争について学習

「
明
る
く
・
楽
し
い

学
校
づ
く
り
」

江
府
町
教
育
振
興
会
指
定
同
和
教

育
研
究
会
が
十
月
一
八
日
（
月
）
米
沢

小
学
校
と
下
蚊
屋
分
校
で
開
催
さ
れ

町
内
の
保
育
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の

先
生
方
が
全
員
集
ま
り
、
公
開
授
業

や
熱
心
な
研
究
討
議
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。

学
校
は
子
ど
も
た
ち
に
、
人
権
・
同

和
教
育
を
単
に
知
識
や
理
解
に
終
わ

る
こ
と
な
く
、
自
分
た
ち
の
身
の
回
り

に
お
こ
っ
た
「
な
か
ま
は
ず
れ
」
や
「
い

じ
め
」
等
の
不
合
理
を
解
決
し
て
い
く

と
い
う
「
実
践
力
」
を
つ
け
る
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
、
さ
ら
に
は
皆
で
支
え
合

う
仲
間
づ
く
り
に
努
力
し
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。

先
生
も
児
童
も
差
別
や
い
じ
め
の

な
い
、
「
明
る
く
・
楽
し
い
学
校
づ
く
り
」

に
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

胴臼へ生きる私を求めて

江府町文化祭’99

今年は、10月27日（水）～11月3日（水）まで町民作品展、

呵文化協会作品展・遺作展などを山村開発センターで開催。

＠　また10月18日～31日まで県立博物館巡回展『空から見た郷

土のすがた』を日輪闇で開催。関係機関・諸団体等の皆様の

ご協力をいただきありがとうございました。

l rT’r l．丁，▼1Hr，

血中国電気通信監理局による
ジオラマコーナー

ト
自
ら
も
農
作
業
を
し
、
「
自
然
の
大
切
さ
、

農
業
の
す
ぼ
ら
し
さ
を
広
め
た
い
。
」
と

語
る
岸
さ
ん

▲秋夫社中　華展

江府町文化祭’99

フォトコンテス左入脚
町　　　長　　　賞　芝　桜　　　　　大森　　博

鳥取西部農業協同組合賞

商　工　会　長　賞

観　光　協　会　長　賞

山陰中央新報社江尾専売店賞

読売新聞社江尾専売店賞

新嘗祭供御献穀斎田植　下垣　　武

ひとりでおっかい　　谷口　都子

仲よし三人組　　　　成瀬　真澄

風に乗れたら　　　　桶谷　俊二

収穫の秋1　　　　川上富士子

（敬称略）　参加17作品

仲嶋眞道集会所所長さん

県教育表彰受賞

集会所所長

仲嶋貞道さんは、

10月12日県教

育委員会から

県教育表彰を

受賞されました。

仲嶋さんは、

同和教育につ

いての啓発方

法の開発や交

流学習会の開催を行うとともに、同和教育資料

の教材化を図るなど、人権同和教育推進に多

大な貢献をされ受賞されました。

生涯学習町づくり推進大会
文化講演会

『27世紀今輝いて』

⑬

十
一
月
十
四
日
　
（
日
）
　
町
福
祉
大
会
終
了
後
山
村
開

発
セ
ン
タ
ー
で
、
生
涯
学
習
町
づ
く
り
推
進
大
会
文
化

講
演
会
を
開
催
。
今
年
は
、
水
と
森
林
を
テ
ー
マ
に
し
、

『
二
十
一
世
紀
今
輝
い
て
』
　
と
題
し
て
女
優
の
岸
ユ
キ

さ
ん
が
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
の
中
で
、
「
二
十
一
世
紀
、
森
林
と
水
は
、
無

料
で
は
な
く
、
地
球
規
模
で
物
事
を
考
え
る
と
本
当
に

大
切
な
事
が
わ
か
る
。
環
境
保
全
に
は
、
一
人
一
人
の

意
識
の
変
革
が
必
要
で
あ
る
。
二
十
一
世
紀
の
キ
ー
ワ

ー
ド
は
、
健
康
・
水
・
空
気
。
江
府
町
は
、
こ
の
恵
ま

れ
た
財
産
が
あ
る
。
自
分
達
で
財
産
を
守
る
と
い
う
意

識
が
必
要
。
」
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
も
う
一
度
地
球

規
模
で
環
境
に
つ
い
て
考
え
、
こ
の
財
産
を
守
り
、
維

持
し
て
い
く
事
が
二
十
一
世
紀
の
町
づ
く
り
の
原
点
に

な
る
と
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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⑳

ネ
パ
ー
ル
の
カ
ー
ス
ト
制
度
・

教
育
で
変
わ
る
産
別
尚
諺

十
一
月
十
一
日
（
木
）
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
で
第
五
回
目
の
た
ん
ば
ぽ
学
級
が
、

共
同
通
信
社
記
者
河
野
利
暗
さ
ん

を
講
師
に
『
ネ
パ
ー
ル
の
カ
ー
ス
ト
制
度
・

教
育
で
変
わ
る
差
別
問
題
』
に
つ
い
て
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ネ
パ
ー
ル
は
、
世
界
の
屋
根
ヒ
マ
ラ

ヤ
山
脈
の
あ
る
北
海
道
の
一
・
八
倍
ほ

ど
の
小
さ
な
国
で
す
。
河
野
さ
ん
は
、

日
本
海
新
聞
社
記
者
の
頃
、
大
山
町

出
身
の
看
護
婦
山
根
正
子
さ
ん
の
医

療
奉
仕
活
動
の
同
行
取
材
が
き
っ
か

け
で
、
ネ
パ
ー
ル
に
魅
せ
ら
れ
現
地
を

訪
問
さ
れ
、
取
材
や
写
真
掘
影
な
ど

を
重
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

ネ
パ
ー
ル
に
も
イ
ン
ド
ほ
ど
で
は
な

い
そ
う
で
す
が
、
が
ー
ス
ト
制
度
が
残

っ
て
お
り
、
三
十
ほ
ど
の
階
級
が
あ
り
、

貧
富
の
格
差
、
職
業
・
身
分
の
世
襲
化

な
ど
根
深
い
差
別
が
現
存
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
無
く
す
に
は
、
教
育
が
不

可
欠
な
こ
と
は
、
現
地
の
方
も
強
い

認
識
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経

済
的
な
理
由
か
ら
学
校
に
行
け
な
い
、

そ
れ
ど
こ
ろ
か
学
校
す
ら
な
い
と
い
っ

た
状
況
が
あ
る
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
経
済
格
差
・
地
域
格

差
が
根
底
に
あ
る
ネ
パ
ー
ル
に
対
し
、

こ
の
格
差
が
是
正
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
経

済
的
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
日
本
で
さ
え
、

今
現
在
も
根
深
く
残
存
し
て
い
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
差
別
撤
廃
に
向
け

て
の
道
の
り
は
、
厳
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

「
誤
っ
た
情
報
に
よ
る
先
入
観
の

差
別
、
表
面
だ
け
見
た
差
別
が
多
々

あ
り
、
学
習
す
る
・
し
な
い
に
か
か
わ

ら
ず
、
一
人
一
人
が
自
立
す
る
心
を
持
っ

て
い
な
い
と
差
別
は
な
く
な
ら
な
い
。

ネ
パ
ー
ル
も
実
際
に
行
っ
て
、
ヒ
ザ
を

交
え
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。
」
と

い
う
こ
と
か
ら
、
河
野
さ
ん
は
、
少
し

で
も
ネ
パ
ー
ル
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
、
『
ネ
パ
ー
ル
の
太
陽
－

輝
く
こ
ど
も
た
ち
』
と
題
し
た
写
真

集
を
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
写
真
集
の

売
上
の
一
部
を
皆
様
か
ら
の
支
援
金

と
し
て
山
根
正
子
さ
ん
の
医
療
と
教

育
支
援
に
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お

書
店
で
は
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

ご
希
望
の
方
は
、
町
教
育
委
員
会
ま

で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

＊
カ
ー
ス
ト
…
儀
礼
的
な
観
点
か
ら
序

列
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
各
集
団
間
は
通
婚
・

食
事
な
ど
に
関
し
て
厳
し
い
規
制
が
あ
る
が
、

弱
ま
り
つ
つ
あ
る
。
イ
ン
ド
で
は
二
千
以
上

の
数
が
有
り
、
多
く
の
場
合
、
世
襲
的
職
業

を
持
ち
相
互
に
分
業
関
係
を
結
ぶ
。

†

†

†

†

†

†

†

†

†

†

†

†

†

平
成
十
四
年
（
西
暦
二
〇
〇
二
年
）

鳥
取
県
内
で
『
ふ
る
さ
と
・
ふ
れ
あ
い
・

夢
づ
く
り
』
を
テ
ー
マ
に
第
十
七
回
国

民
文
化
祭
・
と
っ
と
り
二
〇
〇
二
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果

◎
第
三
十
八
回
町
卓
球
大
会
職
域
の
部

と
　
き
－
十
月
二
十
一
日
　
（
木
）

～
二
十
二
日
　
（
金
）

と
こ
ろ
ー
町
総
合
体
育
館

男
子
の
部

第
一
位

軒
匿

髪
i

∵■

．．．感
こ亨』■『
都下三≡
Lj応三声≡
▲熱く語る河野さん

国民文化祭・とっとり2002にむけて

国
民
文
化
祭
は
、
昭
和

六
十
一
年
度
か
ら
国
民
の
文

化
活
動
の
水
準
を
高
め
る

べ
く
開
催
さ
れ
て
い
る
文
化

の
祭
典
で
す
。

こ
の
文
化
の
国
体
と
も
い

わ
れ
る
国
民
文
化
祭
は
、
県
・

全
市
町
村
を
挙
げ
て
取
り

組
み
、
『
ふ
る
さ
と
の
文
化
』

の
再
認
識
・
継
承
・
発
信
・
発

展
さ
せ
、
新
た
な
文
化
の
創

造
を
す
る
き
っ
か
け
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

本
町
で
も
何
ら
か
の
取

り
組
み
が
出
来
な
い
か
と
現

在
関
係
機
関
で
協
議
中
で
す
。

本
町
は
、
豊
か
な
森
林
と
水

二
位
三
位

女
子
の
部

第
一
位
二
位
三
位

前
田
左
官
・
奥
田
板
金

連
合
チ
ー
ム

江
府
町
役
場
チ
ー
ム

江
府
技
研
測
量
部
チ
ー
ム

商
工
会
チ
ー
ム

J
A
江
府
町
チ
ー
ム

江
府
町
役
場
チ
ー
ム

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
水
を
生
か
し
た
特

色
あ
る
生
活
文
化
、
音
楽
な
ど
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
出
来
な
い
か
と
検
討
し

て
い
ま
す
。

◎
第
十
一
回
町
親
善
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

と
　
き
ー
十
月
三
十
日
　
（
土
）

と
こ
ろ
－
町
運
動
公
園
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

第
一
位
　
佐
川
チ
ー
ム

二
位
　
杉
谷
チ
ー
ム

三
位
　
武
庫
チ
ー
ム

◎
奥
大
山
岩
ル
の
里
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
9
9

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会

と
　
き
1
十
月
二
十
四
日
　
（
日
）

と
こ
ろ
－
運
動
公
園
グ
ラ
ン
ド

第
一
位
　
上
原
　
二
郎
さ
ん

二
位
　
中
田
　
泰
さ
ん

～
　
川
上
　
豊
さ
ん

※
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
の
用

具
は
、
運
動
公
園
に
あ
り
ま
す
。

ゴ
ル
フ
初
心
者
、
ベ
テ
ラ
ン
の
方

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
＝
‥

◎
第
二
〒
八
回
田
卓
球
大
会
小
学
生
の
部

と
　
き
－
十
月
二
十
四
日
　
（
日
）

と
こ
ろ
－
町
総
合
体
育
館

男
子
の
部

第
一
位
　
影
山
　
拓
郎
さ
ん
（
明
倫
小
）

二
位
　
浦
都
　
連
洋
さ
ん
（
明
倫
小
）

三
位
　
河
上
　
貴
浩
さ
ん
（
米
沢
小
）

〃
　
　
藤
田
　
誠
実
さ
ん

（
江
尾
小
）

女
子
の
部

第
一
位
　
山
中
　
奈
津
美
さ
ん

（
俣
野
小
）

二
位
　
森
　
淳
美
さ
ん（
江
尾
小
）

三
位
　
坂
本
　
望
美
さ
ん
（
江
尾
小
）

〃
　
　
小
瀧
　
裕
美
さ
ん

（
明
倫
小
）

・、、ノ

Aナイターでも出来ます

◎　（スポ‾ツ’フェズ99のようす）
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日野病院　泌尿器科

宮川征男医師

前
立
腺
ド
ッ
グ

の
必
要
性

十
月
か
ら
日
野
病
院
で
、
「
前

立
腺
ド
ッ
グ
」
を
開
設
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
機
会
に
、
前
立
腺
ド

ッ
グ
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
簡
単

に
説
明
い
た
し
ま
す
。
前
立
腺
と

い
う
の
は
、
勝
朕
の
出
口
で
尿
道

を
収
り
囲
ん
で
い
る
栗
の
実
に
似

た
組
織
で
、
精
液
を
作
っ
て
い
ま
す
。

当
然
、
男
に
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、

歳
を
と
っ
て
く
る
と
こ
の
前
立
腺

に
肥
大
症
や
癌
が
高
い
比
率
で
発

生
し
ま
す
。
昔
か
ら
よ
く
言
わ
れ

た
　
「
男
は
歳
を
と
る
と
尿
が
出
に

く
く
な
る
」
　
と
い
う
の
は
こ
れ
が

原
因
で
す
。

排
尿
異
常
は

五
十
歳
以
上
男
性
の

五
人
に
一
人

肥
大
性
で
は
、
尿
道
に
面
し
て

肥
大
結
節
が
で
き
る
の
で
、
割
に

早
い
う
ち
か
ら
排
尿
の
異
常
が
出

現
し
ま
す
。
日
本
で
も
米
国
で
も

五
十
歳
以
上
の
男
性
の
約
二
〇
％

は
こ
の
た
め
の
排
尿
異
常
が
で
る

と
い
い
ま
す
。
し
か
し
、
医
師
の

診
察
の
受
け
方
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ

で
初
期
の
う
ち
か
ら
治
療
を
受
け

て
よ
り
快
適
に
過
ご
さ
れ
る
方
も

あ
れ
ば
、
歳
を
と
れ
ば
尿
が
近
く

な
っ
た
り
、
出
に
く
く
な
る
の
は

当
り
前
だ
と
考
え
て
尿
が
止
ま
っ

て
は
じ
め
て
受
診
し
、
進
行
し
た

前
立
腺
肥
大
症
と
診
断
き
れ
る
方

も
あ
り
ま
す
。
肥
大
症
の
場
合
は

こ
の
診
断
の
遅
れ
が
直
ち
に
生
命

に
影
響
す
る
こ
と
は
少
な
い
の
で

大
き
な
問
題
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

＠

問
題
は
癌
で
す
。
前
立
腺
癌
は

現
在
非
常
に
増
え
て
お
り
、
米
国

で
は
こ
の
十
年
位
、
男
性
の
療
病

死
亡
数
の
一
位
か
二
位
を
占
め
て

い
ま
す
し
、
日
本
で
も
こ
れ
に
近

づ
い
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
も
悪

い
こ
と
に
、
前
立
腺
癌
に
よ
っ
て

排
尿
障
害
が
出
現
す
る
時
に
は
、

癌
が
か
な
り
大
き
く
な
っ
て
お
り

完
治
さ
せ
る
の
は
難
し
い
の
で
す
。

治
療
の
し
や
す
い
、
で
き
る
だ
け

小
さ
い
時
期
に
見
つ
け
よ
う
と
い

う
の
が
、
わ
れ
わ
れ
泌
尿
器
科
領

域
で
の
大
き
な
目
標
で
し
た
。

定
期
的
に

前
立
腺
ド
ッ
グ
の
受
診
を
！

こ
れ
を
実
現
す
る
の
が
前
立
腺

ド
ッ
グ
で
す
。
採
血
と
超
音
波
検

査
お
よ
び
直
腸
内
の
指
診
と
い
っ

た
患
者
さ
ん
へ
の
苦
痛
の
少
な
い

検
査
で
、
小
さ
な
初
期
の
前
立
腺

癌
を
見
つ
け
る
の
で
す
。
そ
し
て

万
が
一
、
前
立
腺
癌
が
発
見
さ
れ

た
ら
癌
が
進
行
し
な
い
よ
う
に
治

療
を
行
い
ま
す
。
こ
の
ド
ッ
グ
を

大
い
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

4

㊨　 ㊤　 ㊥　 ㊨　 1 1 月 分

求人事業所名 所　在　地 職　　　　 種 年　齢 賃　　　 金 就業時間

有限会社 川　 上　 運　 輸 5工尾36－5 自動車修理工 18以上 180，000～200，000 8：00～17：00

江尾貨物自動車有限会社 佐川1002－1 普通・大型トラック運転手 22～55 153，000～200，000 8：00～17：00

藤　　 田　　 林　　 業 江尾1750－2 作業員 20 ～55 230，000～276，000 8：00～17：00

江府呵地域振興株式会社
（工バーランド奥大山）

御机字太平原
837－13 レストラン・売店係 20 ～30 108，000～13乙000

7
8
11

30～16
30～17
00～22

30
30
00

有限会社　 白　 石　商　 事 5工尾 スタンドサービス員 18 ～4 5 125，000～150，000
7
7
9

00～16
30～16
00～18

00
30
00

有限会拙Ⅰ府技研コンサルタント 武庫1198－1 一般土木設計（態験者） 35～70 295，000～550，000 8：30～17：30

ク ク 一般土木測量（程勝者） 30～50 260，000～380，000 8：30～17：30

有限会社建設機械サービス 佐川1028－1 重機修理 18～35 180，000～250，000 8：30～17：30

（男女雇用機会均等法の改正により、性別を問う求人募集は原則禁止となりました。今後お知らせする求人は全て男女不問です。）

●求人情矧 こ関する問い合わせ先 米 子公 共職 業安 定所 根雨 出 張所 （T E L 7 2 －0 0 6 5 ）

※呵報掲載時までに充足済等により求人が取り消しとなっている場合がありますのでご了承ください。
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人の動き1。月届
（敬称略）

◎お誕生おめでとう
（住所）　（氏名）

佐　川　一二三竜貴

半の上　三輪　真也

◎ご結婚を祝します

黒瀬
小椋

遠藤
若松

∴

欝）

（性別）（保護者）

男　慎也

男　睦美

米子市から
下蚊屋

佐川
境港市から

◎ごめい福を祈ります
（住所）　（氏名）（年齢）（世帯主）

下安井

大河原

貝　田

池の内

佐　川

勇
難
事
焼
雄

歳
歳
歳
歳
歳

0

　

0

　

2

　

5

　

6

9
　
7
　
8
　
8
　
7

子
満
子
子
子

鹿
　
　
照
房
茂

原

山

田

藤

谷

松
影
森
加
森

「事件か啓」と思ったら

迷わずJJO番を！

110番通報は、事件が確実に発

生したと判ったときだけのもので

はありません。みなさんが「おか

しいな」と感じた場合や、「怪し

い人物」を見かけたりした場合には、

深夜早朝を問わず、110番通報を

お願いします。

通報が早ければ早いほど被害者

を救うことができ、また犯人を検

挙することもできるのです。

⑬

：一歳ト；
・・・牛乳大町ご手豆腐・・・

◆材　料（6人分）
（流し箱11×14cm）

白ごま　　　　　　120g

（または市販のねりごま）

くず粉　　　　　　　90g

砂　糖　　　　　　大さじ3

水　　　　　　1カップ

牛　乳　　　　　1カップ

＜かけつゆ＞

だし汁　　　　　1カップ

みりん　　　　　　大さじ1

薄口しょうゆ　大さじ1／2

塩　　　　　小さじ1／3

＜薬味＞

わさび　　　　　　　少々

エネルギー　………217kcal

蛋　白　質・　・5．19

カルシウム・・・278mg

塩　　　分　…………　0．59

脂　　　質・　　　12g

ごまに含まれるビタミン巨は血行

がよくなり冷え性も改善されると言

われています。

またカルシウムも多く、毎日の食

事にじょうずに利用したい食材の

一つです。

◆作り方

①　白ごまは空なべに入れこがさ

ないようにいり、すりばちで油

が出るまでよくする。（ねりご

まはそのまま使用）

②　①にくず粉と調味料を加え水

と牛乳で少しづつすりのば

していく。

③　②をていねいに裏ごしして

鍋にうつし弱火で練りまぜる。⑳
（3～5分）

④　火が通り弾力が出てきたら

水で濡らした型に流し冷や

しかためる。

⑤　小鍋にかけつゆの材料を入

れてひと煮立ちさせて冷や

しておく。

⑥　器にごまどうふを盛り、か

けつゆをかけ、わさびをの

せる。

先
月
の
こ
と
。
入
院
中
ひ
ま
を

持
て
余
し
ベ
ッ
ド
で
週
刊
誌
を
読

ん
で
い
る
と
、
い
わ
ゆ
る
住
専
処
理

で
郵
船
を
振
る
っ
た
整
理
処
理
機

構
前
社
長
中
坊
公
平
氏
の
エ
ッ
セ

ー
が
目
に
入
り
ま
し
た
。
「
親
父
と

の
思
い
出
で
浮
か
ぶ
の
は
、
終
戦
後
、

あ
る
父
親
が
リ
ヤ
カ
ー
を
引
き
、

収
穫
物
と
子
供
が
上
に
乗
り
、
母

親
が
そ
れ
を
押
し
て
家
路
に
つ
く

家
族
と
出
会
っ
た
時
の
こ
と
。
親

父
に
幸
福
と
は
こ
う
い
う
情
景
を

指
す
と
言
わ
れ
て
、
幸
福
と
は
遠

い
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
く
身

近
に
あ
る
と
思
っ
た
」
。
読
み
終
わ

っ
た
後
も
こ
の
一
文
が
と
て
も
印
象

に
残
っ
て
い
ま
し
た
▼
退
院
後
、
農

道
を
通
行
中
似
た
よ
う
な
光
景

に
出
会
い
ま
し
た
。
思
わ
ず
撮
影

し
た
の
が
表
紙
の
写
真
で
す
。
時

代
も
違
う
し
、
運
搬
車
は
リ
ヤ
カ

ー
で
な
く
耕
運
機
。
同
乗
車
も
両

親
で
な
く
祖
父
で
す
。
で
も
伝
わ

る
「
幸
福
感
」
は
、
ま
さ
に
同
じ
も

の
だ
と
思
い
ま
す
▼
こ
の
幼
い
児

童
が
、
将
来
も
軟
深
ま
っ
た
故
郷

で
祖
父
と
と
も
に
耕
運
機
に
揺
ら

れ
た
ひ
と
と
き
を
記
憶
の
ど
こ
か

に
ず
っ
と
と
ど
め
て
い
て
く
れ
る
。

そ
う
願
い
つ
つ
行
き
去
る
二
人
を

見
送
り
ま
し
た
。
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⑳

自
衛
消
防
隊
熱
戦
の
よ
う
す

彊

今はスボーtyに熱中してい春す。

県立米子南商業高校教員

加　藤　さつきさん（下安打25歳）

○仕雷につむて教えてくだ密齢　　。

主に簿記を教えていて今年で4年になります。一見

むずかしいイメージの簿記をわかりやすく教えるのに

苦心しています。

今年からクラスの担任になり、毎日生徒と一緒になっ

て学校行事などを楽しんでいます。

⑯趣味は何です由も　　。

テニス・パトミントン・スノーボードと寝ることです。

特にテニスとバトミントンは遇5日練習しています。

、こ∴■十空・・二・二∴十∴こてドして葦七i・一丁＿＿’L㌢■小　　　。

祖母と一緒に行く約束をしている北海道旅行をした

いです。

○温熱誹如ほ鳩屈性は…‥。

家事の上手な、特に料理の上手な人…八八八（笑い）

○江府町にのぞ恕芸とは　　。

江尾の西門坂か狭く、急傾斜で運転に苦労するので

広くしてほしいです。

第3回自衛消防隊競技会阿催
11月7日　江府町総合運動公園グランドで町内各地区から6チームが
参加して盛大に開催されました。

競技の結果
（⊃優　勝　尾之上原自衛消防

○準優勝　ファイヤーウーマンズクラブ（尾之上原）

〇第三位　御机自衛消防隊

（⊃敢闘昌　杉谷自衛消防隊

救
急
講
習

幼年消防隊演技 L二・女性消防隊健闘のようす

消
防
防
災
ヘ
リ
救
出
救
助
訓
練

世帯数1，217世帯（＋2）人口4．206人（－1）男1，987人（＋2）女2．219人（－3）（）は前月比10月末

陀萱萱　発行／江府町役場芋2謁芸含SJ莞誓書野崇等諜蒐誓言昌　編集／総務課印刷／株式会社高下印刷
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